
項目

身体障害

＊知的障害

精神障害

難病等

定員（短期入所）

【事業所記入欄】

（住居名を記載）

（住居名を記載）

（住居名を記載）

共同生活住居数

人

人

男性1+女性1　　　02人

1戸

【住居の内訳】

（住居名を記載）

（住居名を記載）

世話人

生活支援員

【夜間】

1.施設概要

人

人

人

社会福祉法人聖ヨハネ会

緑町聖ヨハネケアービレッジ

東京都小金井市緑町4-5-10

男性9+女性9　　　18人

【定員数の内訳】

法人名

事業所名

事業所所在地

定員（共同生活援助）

2.人員配置
2人

2人

管理者

サービス管理責任者

【日中】

人

世話人

生活支援員

1人

1人

　　人

　　　人

区分6：　　　人、区分5：　　　人、区分4：　　　人、区分3：　　　人、

区分2：　　　人、区分1：　　　人、区分なし：　　　人

グループホーム内で日中を過ごす利用者：　　　人

グループホーム外で日中を過ごす利用者：　　　人

支援区分

60代以上：　　　9人、50代：　2人、40代：　　3人、30代：　　3人、

20代：　　　        0人  10代：　0人

医療的ケアの必要な者：　　0    人

年齢

日中活動支援型共同生活援助事業の実施状況について

3.利用者の状況

強度高度障害のある者：　　2　人

その他：　　　人

利用者の障害特性等

区分6：　　　人、区分5：　　　人、区分4：　　人、区分3：　　　人、

区分2：　　人、区分1：　　　人、区分なし：　　　人

グループホーム内で日中を過ごす利用者：　　　人

グループホーム外で日中を過ごす利用者：　　　人

区分6：　    4人、区分5：　　7　人、区分4：　　5　人、区分3：　0　　人、

区分2：　　1人、区分1：　　　人、区分なし：　　　人

グループホーム内で日中を過ごす利用者：　         0人

グループホーム外で日中を過ごす利用者：　　　17人

区分6：　　　人、区分5：　　　人、区分4：　　　人、区分3：　　　人、

区分2：　　　人、区分1：　　　人、区分なし：　　　人

グループホーム内で日中を過ごす利用者：　　　人

グループホーム外で日中を過ごす利用者：　　　人

資料１



4.運営状況

外出や余暇活動等は実施してい

るか。

休日、1人で外出できる利用者は近所のスーパーや図書館等へ自由に外出している。一

人で外出できない利用者は職員と一緒に近隣への散歩や買い物、美容院等へ行ってい

る。毎月、ボランティアの方が来寮し介護予防体操やカラオケを行っており希望者は自

由に参加している。移動支援を利用している方もおり、東京観光（上野動物園、スカイ

ツリー、野球観戦等々）や外食を楽しんでいる。

日中をGH内で過ごす利用者が

地域との関係が希薄にならない

ためにどのような取組をしてい

るか。

基本、全員が日中活動先へ通所している為、毎日外部との関係を持つことが出来てい

る。休日には本人希望の活動ができるようサポート。図書館や、地域のお店などへの買

い物など。また地域のボランティアサークルなどにも参加している利用者もいる。

他の外部サービスを利用できて

いるか。また利用者の外部サー

ビスに対するニーズを把握でき

ているか。

移動支援事業所の利用。利用者のニーズを把握するためにご本人が意見を言いやすい、

意見が通りやすい環境を作っている。

相談支援事業は別法人の事業所利用の方もいるが、多くが同法人の相談支援事業所のふ

らっとヨハネを利用している。同法人でのメリットとしては、情報伝達が早く良い事も

そうでない事でも意見が伝えやすく、また、提案などもしやすい環境であること。

利用者の権利擁護の配慮のため

の取組を行っているか。

相談支援事業所は別法人の事業

所を利用することで公平さを確

保できているか。

(同一法人の相談支援事業所を

活用している場合はその理由は

何か。)

短期入所は緊急時利用に対応で

きているか。

虐待防止委員会の設置。毎月、各事業所の委員が集まり虐待防止についての勉強や議

論・検討を行う。また、身体拘束適正化委員会の開催も第三者委員の方にも参加いただ

き外部からの視点で忌憚ないご意見を出していただいている。虐待防止研修については

各事業所職員全員参加。内部研修の他、外部の研修にも積極的に参加している。職員会

議でも権利擁護と安全確保のバランスなどをテーマに議論を深めている。

２０２４年２月～６月緊急の利用者を一名受け入れていた。緊急時利用に対応できるよ

う体制を整えている。

日中をGH内で過ごす利用者に

対してどのような支援を行って

いるか。

最高齢の利用者が一名、日中活動（生活介護）へ行けたり行けなかったりすることがあ

る。食も細くなっており経口摂取+経腸栄養剤で栄養を摂っている状態。部屋でゆっく

り休んだり寮内を歩いたり食堂でゆっくり過ごしたりしている。そういう状態なので最

後までその人らしく生きられるよう健康状態を維持する支援を行っている。

家族や地域との交流の機会を設

けているか

協議会からの要望、助言にはど

のように対応しているか(対応す

る予定か。)。

要望。助言には真摯に対応致します。

その他（事業所独自の取組等）

皆さんが落ち着いて安心して生活できるグループホームを目指している。強度高度障害

のある利用者に対しても事故のないよう必要に応じて人員を厚くするなどの体勢を整

え、落ち着いて過ごせるよう支援している。

大人数が一堂に会する家族会等はできていないが、ご家族には自由に来寮していただき

面会や日用品・薬の整理などしていかれている。利用者のみなさん来客は好きなようで

誰かのご家族が来寮すると玄関に集まって来て挨拶や会話を楽しんでいることがある。

上記外出欄でも書いたが、毎週買い物等で出かけているので床屋等は特に顔なじみに

なっている。

医療機関とはどのような連携体

制をとっているか。（医療機関

との連携、医師や看護師の訪問

の有無、日々の健康チェック方

法等）

同法人の桜町病院との連携をとっている、上記の利用者は終末期には桜町病院へ入院す

ることになっている。その他小さな病気や怪我等は地域の病院で診てもらっており、定

期的な通院で病院との関係を保っている。日々の健康については検温・血圧測定や体重

測定等健康観察を行っている。医師・看護師の訪問は今の所なし。


